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序　　文

玄界灘に面して広がる福岡市には豊かな歴史と自然が残されており、これを後世に伝えていくこと

は現代に生きる我々の重要な務めであります。

福岡市教育委員会では開発事業に伴い、やむをえず失われていく埋蔵文化財については事前に発掘

調査を実施し、記録保存に努めているところであります。

今回報告する比恵遺跡群第72次調査では、「那津宮家」の一部と推定される倉庫群を発見し記者発

表を行ないました。またその後行なった現地説明会には600人近くの見学者もみえられ多くの市民

の皆様の関心を集めました。

また、今回の調査地点につきましては、地権者である佐藤株式会社（代表取締役社長　佐藤磨様）

の全面的なご理解とご協力を得て、発掘調査を実施し、多大な成果を得るとともに、保存することと

なりました。あわせて感謝いたします。現在、国指定史跡に向けての手続きを進めているところであ

り、今後は保存．整備に向けて検討を重ねていきたいと考えております。

最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行にいたるまで関係各位のご理解を賜り、ご協力を項き

ましたことに対し厚くお礼申し上げます。

平成13年2月28日

福岡市教育委員会

教育長　生　田　征　生



例　　　　　　　　　　　　　－
－

－

－

言

1・本書は博多区博多駅南5丁目71－14他において、福岡市教育委員会が実施した重要遺跡確認調

査（比恵遺跡群第72次調査）の概要報告である。なお本報告については後日刊行の予定である。

また周辺の大型建物・柵状遺構の関連調査として比恵遺跡群第8次、那珂遺跡群第37・52．56・59

次調査を長家仲、比恵遺跡群第7次・13次調査を吉留秀敏、比恵遺跡群第39次調査を菅波正人、

有田遺跡群の概要を米倉秀紀が執筆している。

2．遺構の実測は長家・中村啓太郎．本田浩二郎・坂口剛毅・坂本真一・北川貴洋・小田裕樹が行った。

3．製図は長家、坂本、今村佳子が行った。

4・写真は各調査担当者が行った0

5・本書で用いる比恵遺跡群第72調査の遺構番号は全体で通し番号にし（一部欠番あり）、報告の際

には番号の前に遺構の性格を示す略号を付して表記している。他の調査については各報告書記載の

番号を用いる。

6．本書で用いる方位は磁北であり、座標北から6。西偏し、真北から6。18′西偏する。

7・本書に関わる図面・写真．遺物等の全資料は本報告刊行後に福岡市埋蔵文化財センターで収蔵．

保管される。

8・本書の執筆は上記例言1の各担当者が行い、編集は長家があたった。

遺跡調査番号 0 0 0 9 遺跡略号 H I E － 7 2

所在地 博多区博多駅南 5 丁目7 1 － 1 4 他 分布地図番号 3　7 － 0 1 2　7

調査面積 1 8 7 4 ㎡ 調査期間 平成 1 2 年 5 月 9 日～平成 1 2 年 9 月 1 9 日
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Ⅰ　は　じ　め　に

1．調査に至る経過

福岡市教育委員会ではこれまで市内の前方後円墳を中心にして、重要遺跡確認調査として内容の確

認把握に努めてきているところである。近年はこれ以外の埋蔵文化財包蔵地についても同様に確認調

査を行っている。

今回対象としたのは博多区博多駅南5丁目71－14個（敷地面積4349．86㎡　佐藤株式会社所有）の

物件で、周知の埋蔵文化財包蔵地である比恵遺跡群内に位置している。当該地の調査前現況はテニス

コートとして整備されていた。対象地は1983年（昭和58年）8月3目付けで株式会社サンパクトホテ

ル代表取締役岩崎純一氏より社宅建設に伴い埋蔵文化財事前試掘調査願が提出され（事前審査番号58

－1一172）、1984年（昭和59年）1月17日～1984年（昭和59年）4月18日にかけて対象地内のほぼ北

半分である1410㎡を完掘し、中央部分の830㎡について部分的な調査を行なった（比恵遺跡群第8

次調査　調査番号8330）。その結果弥生時代前期～中世の濃密な遺構．遺物が検出された。なかでも

6世紀後半～7世糸己前半代に位置付けられる3本の柱を一組とする棚状遺構とこれに伴うと考えられ

る5棟の総柱建物は該期では類例がなく、日本書紀に記されている“「修造那津之口」された「宮家」”

いわゆる「那津宮家」との関連が指摘されている。

今回、土地所有者である佐藤株式会社（代表取締役　佐藤磨氏）のご理解を得て、福岡市教育委員

会では重要遺跡確認調査として第8次調査で確認された棚状遺構と総柱建物の残存状況を確認すると

ともに、未調査部分について関連遺構の存否を確認し、遺構の確認・掘り下げを行なうこととした。

2・調査体制
調査日的　重要遺跡確認調査

調査主体　教育委員会埋蔵文化財課

調査総括　埋蔵文化財課長　山崎純男

調査第2係長力武卓治

調査庶務　文化財整備課　御手洗清

調査担当　調査第2係長家伸・中村啓太郎・本田浩二郎

夏期にかかる炎天下のなか調査作業・整理作業に従事された方々には謝意を表したい。

また調査・整理にあたっては諸先生方や同僚諸氏に多くのご指導・助言をいただいた。芳名は記さ

ないがここで謝意を申し上げたい。

確認調査を行なうにあたっては土地所有者である佐藤株式会社（代表取締役佐藤磨氏）にはご理解

をいただくとともに多大なご協力を賜った。厚く御礼を申し上げます。
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Ⅰ　遺跡の立地とこれまでの調査

比恵遺跡群は福岡平野の中央部分を北流する那珂川と御笠川に挟まれた洪積丘陵上に立地する遺跡

群である。丘陵の基盤層は花崗岩礫層でその上面に阿蘇山噴火火砕流である八女粘土・鳥栖ローム層

が堆積している。比恵遺跡群の南側に立地する那珂遺跡群も丘陵鞍部をはさむが、現在までの発掘調

査成果から一連の遺跡群を構成し、その範囲は南北2．4km・東西1kmに及ぶと考えられる。

比恵・那珂遺跡群は都市化の影響を受け区西壁理等の地形改変を大きく受けており、比恵遺跡群

内では特に著しい。現況での標高は比恵遺跡群北端で4．5m、那珂遺跡群南端で9mである。周辺部

分を含めた旧地形の復元はさまざまな角度から行なわれているが、丘陵は開析作用により本来樹状の

複雑なアップダウンを有し、比恵遺跡群西側及び北側周辺部は河川の影響などにより丘陵本体から切

り離された島状を呈していたものと考えられている。今回報告する第72次調査地点はまさにその西側

に位置する島状の部分にあたり、丘陵本体との間には幅約130mの谷が入り込んでいる。現在までの

試掘の結果などから谷部分では標高4m（周辺丘陵との比高差約2mでこの部分で現在は湧水が始ま

る）まではほぼ粗砂が堆積しており、現在のところ出土遺物等から少なくとも古代以前まではこの谷

は埋没しておらず、丘陵内を南北に貫通する河川流路であったと考えられる。

また丘陵の東西縁辺は那珂川．御笠川の作用により崖面となり、北東側は御笠川との間に沖積地を

形成している。さらに丘陵の前面北側には博多遺跡群の立地する砂丘との間に後背湿地が形成され、

砂丘前面は博多湾となる。

歴史的には福岡平野は「奴国」の中心地とされ、また「那津」・「傑県」・「郷大津」などと呼称され、

律令制下では中心部が那珂郡、東側を席田郡とされており、弥生時代以降古代．中世にいたる濃密な

遺構群が検出されている。ここでは比恵・那珂遺跡群内の遺構の変遷を簡単に辿っていきたい。

比恵・那珂遺跡群内で現在までに確認されているもっとも古い段階の遺構は突帯文期に遡り、弥生

時代の前期にかけて丘陵縁辺の低位な部分を中心に集落を形成している。またこれに伴い高位部分に

貯蔵穴が確認されており、数グループの集団が構成されていたようである。また那珂遺跡群の北端部

分の高位部には、二重環濠が形成されている（第37次調査）。環濠はほぼ正円に復元され外濠外縁径

約150m、内濠内縁径120mを測る。また那珂遺跡群の中央部の高位面においても第67次の調査で前期

の環濠が検出されている。この後前期～中期の間には、周辺の沖積作用の増大に伴い集落は台地内部

を切り開く形で展開をはじめる。また埋葬遺構は弥生時代中期初頭～前半には比恵遺跡群の北側で、

中頃～後期には那珂遺跡群の北側に墳丘墓が形成される。中でも比恵遺跡群では細形銅剣の副葬が見

られる。集落が爆発的に増加するのは弥生時代中期後半以降で後期にかけ丘陵の全面的な開発が行わ

れている。丘陵内部を縦横に走る大浦の掘削・工房の成立・大型の掘立柱建物など、数次の画期を経

ながら丘陵上の開発が進む。また丘陵東側の沖積地では中期中頃－後期前半の大規模な水田が確認さ

れている（東比恵三丁目遺跡第1次調査）。更に弥生時代終末～古墳時代前期にかけて丘陵を縦走す

る並列溝の存在が指摘されており、道路としての可能性も考えられている。

丘陵の大規模な開発はこの後も続き、古墳時代初頭には首長墓としての初期の前方後円墳である那

珂八幡古墳が那珂遺跡群の中央部分に築造される。第1主体は未掘であるが、第2主体から三角縁神

獣鏡などの遺物が出土している。またこれに関連して企画的な配置をもった方形周溝墓が那珂八幡古

墳の南側に並ぶ（那珂9次．41次．62次・63次）。首長墓はこの後間をおき剣塚北古墳（5世紀後半

～6世紀初頭）→東光寺剣塚古墳（6世糸己中頃築造）に引き継がれていく。また比恵遺跡群内でも5

世紀代の比恵1．2号境が確認されている。
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古墳時代前期後半以降は集落の検出例は少なくなり一時的な衰退傾向が見受けられるが、剣塚北古

墳の築造から推定されるように5世紀後半代までには再び大規模な集落が展開し始める様である。5

世紀代の生活遺構について検出例は少ないが竃を有する竪穴住居が検出されており注目される。この

時期では丘陵の東側、那珂川の東岸に位置する那珂君休遺跡において4～5世紀代の水田遺構が検出

されている。

6世紀代になると掘立柱建物と竪穴住居から構成される集落が展開する。現在までの調査状況から

集落は1）本調査地点が立地する西側の島状丘陵の一群　2）比恵遺跡群の南半部分中央高所に

南北400m、東西200mの範囲で南北にベルト状に広がる一群　3）現アサヒビール博多工場を中心と

してその東側に広がる一群　4）那珂八幡古墳の南側の一群　5）4群の東側で丘陵東側縁辺部に点

在する一群以上の5群にまとめることが可能である。特徴として集落は丘陵全面に広がるのではなく

低位面を避け台地の高位面に広がり、特に比恵遺跡群北半分および那珂遺跡群中央西側など該期の集

落が展開しないエリアがある。また遺構の切りあいが激しく比較的長期間同一エリアで集落を営んだ

と考えられる。6世紀後半～7世紀前半にかけて大型掘立柱建物の造営が始まる。この中に今回概要

を報告するミヤケ関連と考えられる建物群も含まれる。これらの建物は上記の1）のエリアを除いて

基本的に集落が営まれた区域をはずした丘陵の高位面上に造られている。また1）の区域についても

集落と共存するのではなくこれを廃棄させて造営を開始している。これらの建物群間の有機的関連に

ついては不明確であるが、それぞれが既存集落から隔絶した存在であり官衙的な様相を帯びた建物群

であるといえよう。建物は1）に展開するもの（第8．72次調査）を除いて主軸方向が真北を指向し、

那珂遺跡群では直接建物に伴うものではないがほぼ同時期に神ノ前窯系などの最古期の瓦の出土も見

られる。

7世紀後半以降になると那珂遺跡群に展開する遺構群の比重が大きくなる。またこの時期までに上

述の大型建物は廃絶している。この時期那珂遺跡群を南北に貫く直線的な溝が掘削されここから瓦が

比較的まとまって出土している。この溝は方位を真北にとり、現在までの調査で那珂遺跡群の南端付

近から延長で650m程を確認している。8世紀中頃に埋没したと考えられ、この時期の丘陵内の区画

を規制するものと考えられる。8世紀から9世紀の前半にかけて那珂遺跡群では建物の確認は少ない

が井戸が点在し、瓦．硯・墨書土器等が出土しているO官衙．寺院などの存在が推定され旧那珂郡

の中心地として捉えることができよう。

8世紀代には比恵遺跡群の東側を、常道であるいわゆる水城東門ルートが開設されている。ルート

は大宰府水城東門跡からほぼ直線的にN－43。－Wの方位で延び、比恵遺跡群の前面砂丘上に立地す

る博多遺跡に到達すると考えられている。到達点上には真北方位で区画された8世紀代の官衙状遺構

が存在し鈴帯、硯、皇朝十二銭、老司式．鴻臚館式瓦、墨書土器（「長官」）などの遺物が出土してい

る。比恵．那珂遺跡群内での宮道の調査例はないが、近辺では推定ラインが現筑紫通り付近にほぼ

平行するルートとして想定され、これに従うと比恵遺跡群の東側丘陵上を貫くこととなる（第1図参

照）。現在までの調査例から官道と前段階に掘削された直線溝は方向が完全に異なり、官道開設後は

この方位に規制され、建物・道路等の台地上の施設が展開していく可能性も考えられる。

以上簡単に遺構の変遷を述べたが遺跡の面積に比べいまだ調査面積は広いとはいいがたい。今後と

も検討していく必要があろう。
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調査番 号 遺跡名 次数 調 査原因 区 調査地所在 地 ．
調査対象
面積 調査率積 調査開始 調査修了 報 告書 （集 ）

380 1 比 恵遺跡群 1 区画整理 博多 駅南4丁 目 38，39年 100 1

52 0 1 比恵 遺跡群 2 共住整理 博多 駅南4丁 目 800 52年 94

66 04 比 恵遺跡群 3 道路建 設 博多 駅南5丁 目 66，67，68 1 007

79 08 比 恵遺跡群 4 共住建 設 博多 博多駅 南1丁 目 1，300 7 91 113 80 04 20 1032

8 14 1 比 恵遺跡群 5 工場建 設 博多 博多駅南4 1，600 8 10 41 5 8 107 3 1

82 28 比 恵遺跡群 6 共住建 設 博多 博多駅南4 3，30 0 2，644 8 20 50 5 82 09 05 94 ．10 3

83 29 比 恵遺跡群 7 共住建 設 博多 博多駅南4 2，329 2，100 8 30 72 0 83 11 30 1 17

83 30 比恵遺跡群 8 ビル建設 博多 博多駅南5 4，354 2，240 8 40 11 7 84 04 18 1 16

85 03 比恵遺跡群 9 ビル建設 博多 博多駅南6 3，322 1，863 8 50 71 9 85 10 22 14 5

8 504 比恵遺跡群 10 ビル建設 博多 博多駅南6 79 3 5 55 8 50 91 6 85 10 0 1 14 5

8 54 0 比恵遺跡群 11 ビル建設 博多 博多駅南6 73 2 5 80 8 60 22 0 86 03 3 1 14 6 ・
86 1 6 比恵遺跡群 12 ビル建設 博多 博多駅南4丁 目11・35 49 9 2 79 8 60 71 2 86 07 3 1 17 4

8 61 7 比恵遺跡群 13 専住建設 博多 博多駅南4丁 目159－3 66 1 4 96 8 60 71 4 86 09 17 59 6

86 3 5 比恵遺跡群 14 工場建設 博多 博多駅南6丁 目9－7 4 10 2 84 8 60 80 7 86 08 28 17 4

共住建設

17

18
19

20

宰1

22

ビル建設

社屋建設
ビル建設

共同住宅

共同住宅

比恵遺跡群

比恵遺跡群

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

串7

58

59

60

社屋建設

事務所建設
社屋建設

事務所建設
ビル建設

店頭建設
事務所建設
貧嘩改築
ビル建設
工場建替

倉庫建設
倉庫建設

店舗付住毫
工場改築
共同住宅

バス発着所

宿舎建設
商業ビル建叙

共扁住宅

遊興施設

社屋建設
共同住宅

店舗建設
倉庫建設

共同住宅

共同住宅

共同住宅
重要確認

事務所建築

博多駅南4丁目8－15

博多駅南4丁目19－2

博多駅南3丁目426

博多駅南4丁目462－1

博多駅南6丁目34－2

博多駅南5丁目11

博多駅南5丁目18

博多駅南4丁目15－3

博多駅南4丁目108－1

博多駅南5丁目12－32

博多駅南5－70－2

博多駅南4丁目99
山王1丁目150他

山王2丁目2－12

596

174

227

227

255

227

596

年報4
227

255

255

255

255

255

289

289

289

289

年報5
289

289

289

325

年報6
325

368

401

368

453

368

402

403

369

368

401

451

452

404

451

520

442

520

530

561

562

562

562

595

595

595

表1．比恵遺跡群調査一覧
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調 査 番 号 遺 跡 名 次 数 調 査 原 因 区 ． 調 査 地 所 在 地
調査対象

面積
調査面積 調査開始 調査修了 報告 書

7 4 1軋

7 70 亭

那 珂 澤 坏 群

．那 珂 遇 坏 群

－那 珂 澤 坏 群 ・・‥‖一

一那 珂 過 疎 群 ．．‥・・

・那 珂 渾 跡 継

・那 珂 澤 跡 群 ．‥．‥・

＿那 珂 澤 埠 頭師 、

2 三塾 那 珂 1丁 目等軍 ‐1 ・．

那 珂 1丁 目墜 掻 ・‥

－那珂 1丁 目寧控 ・那 珂 1丁 目37 7－2 ・－

那珂 革丁 目l準 ・．‥

那 珂 1丁 目60 1外

23 1 74 100 9 7 4ⅰ0 19 績岡平野嘩 史

・声寧‥

一一i箪 ・

．．153598

29 1

‥寧9 129 1

2寧男

29 1… ・

26 7

、　　 三塾 2 77 100 0

4 　ヽ　　　　 義塾 30 0 81 03 10 8 10 317

2 5 ／ビル 奉羞塾 10 0 83 062 0 8 30 703

7 方7 ∃恵訂肩汚染 49 5 4 50 85 110 6 8 60 12 7

；・・． 8 丑 、車毒哩 1 76 3 1 3 50 86 042 1 8 60 70 3

9 共 住 建 設 ・‖・．．・‥．－・…

倉 庫　 毒塾

竹 下 5丁 目46 3 1 0 30 87 04 25 8 70 70 4

2 10 竹 下 3丁 目1－1 8 62 87 08 17 8 7 103 1

師 、 、 1 1 羞些 3丁 目1－1 5 87 09 26 8 7 100 1

師 、 、 12 倉 庫　 毒哩 竹 下 3丁 目1 －1 20 87 09 26 8 7 100 3

； ・ 師 、 、 13 　ヽ　　　　 羞塾 ガ 珂 2丁 目地 ⅰ5 36 87 1 104 8 80 33 0

葺け、 、 14 共 住 廷 設 … －‥・・一日目－・

薗設

．3丁 目1 ．1 1 180 88 0 902 89 01 31

2 葺け、 1 5 下 3 丁 目1 －1 2 50 88 0 907 89 03 25

葺け、 、 1 6 、　 薗設 下 5 丁 目地 内 1 600 8 90 125 89 03 22 押 上

2 91．

…寧92
3 23

日3 242 9 1

2 53

2 54 ．2 90
‥，，年 額 亘，‥‥

／年 頭 年．

‥ヰ坤 ・

・草 野 5 ，2 9 2

．3 6 1
2 9 2

4 まけ、 、 17 工　 奉至塾 下 3 丁 目1－1 ． 24 0 8 81 024 88 12 1 1

ヂロ、 、 18 工湯持転籍 竹 下 3 丁 目1．1 4 73 41 5 8 81 02 ウ 88 12 10

王ロ、 、 19 、　 軒設 東 、′寺 1 丁 目23 ．5 1 6 00 80 0 8 90 12 5 89 03 14

8 90 6 那衝 、 2 0 共 石 主宅 博 多 那 珂 2 丁 目2 5 7他 1 4 06 75 0 8 90 4 17 89 06 24

2 葺け、 、 2 1 工 場 律 詩 ケ下 3 丁 目1－1 1 2 167 1 98 8 8 90 60 8 89 09 16

；・ 王ロ、 、 2 2 」土百 、／与 下5 丁 目4 2 0 7 76 ・5 16 8 90 70 7 ／89 08 2 2

；・ ・ 重言、 23 ロ　　　ー・ 竹 下 5丁 目28 2 2 83 2 0 00 1 42 8 8 90 7 10 90 0 10 4

2 妻ロ、 、 ．24 」土日 主 那 珂 1丁 目35 3 8 5 3 25 890 9 18 89 0 92 0

；・； 王口、 、 25 共 同 住 等 ‥・

果 同 住 宅 ・… … … ．・

果 同 住 宅

共 同 住 宅

／ふ　　　　 辿

東 、′寺 1丁 目2 18 62 2 10 0 890 9 12 8 90 92 1 ．

・・・ 葺け、 、 26 刃 珂 2丁 目24 9 1 02 8 4 36 90 04 10 ．9 00 6．1 6

．・． 蔀 、 、 27 刃 珂 2丁 目7－12 1 15 7 ． 7 56 90 04 11 9 00 61 6

．・・； 葺ロ、 、 28 東 、′寺 1丁 目3 12 個 19 4 1 50 ．90 05 1．0 9 00 60 9

2 王口、 、 29 東 、′寺 16 2他 48 0 3 13 90 08 02 9 00 82 5

師 、 、 30 三塾 刃 珂 1丁 目46 2 －1 11 1 80 90 12 01 9 0 12 15

・・ 一fP 、 、 3 1 病 院 建 設

　ヽ　　　　 豆塾

一大 事 那 珂 字 浴 口印 字‐I幸

男 珂 1丁 目7 92 外

11 1 123 90 12 18 9 00 13 1 、早野 ．・

3 箪 ・

一軍 ヰ・・・．－36 年・

3年 口
。・一年 顛 す ．・

36 6

3 坤 一

二 年 頭 7

3 67

・ 重言、 、 32 博 多 ・ 1 50 0 1 3 00 9 107 05 ／9 10 93 0

22 蒼ロ、 33 異 同住 宅 ‥・‐．・．… ‥

　ヽ　　　　　 莞塾

刃 珂 2 丁 目2 49 ・1 2 75 9 109 02 91 10 14

144 fP 、 、 34 刃 珂 1 丁 目8 24 他 1 23 0 1 100 9 20 120 920 33 1

葦ロ、 、 箋塾 ガ 珂 2 丁　 2 13 －1 20 9 202 03 920 20 7

1 蒼ロ、 3 6 一　　　 号塾 、′、1 丁 目3 3 2他 15 4 15 4 9 206 08 92 06 10

師 、 、 3 7 奉量塾 刃 珂 6 丁 目3 14 番 地 他 1 18 5 1 21 5 9 20 720 92 09 05

・ 師 、 、 3 8 丑 貢 、／与 ガ 珂 6 丁 目8 0－1 1 10 4 56 6 9 20 720 92 09 26

2 師 、 、 3 9 共 同住 宅　 ＿

倉庫

ガ 珂 ・1 丁 目3 6 2 49 3 49 3 9 20 81 0 92 10 03

2 師 、 、 4 0 ガ 珂 2 丁 目5番 54 5 49 6 9 30 21 5 93 04 09

4 葦ロ、 、 4 1 丑 百 、．／一江 5 丁 目50 9 8 93 55 0 9 30 31 5 93 05 20 3 99

・一．・3 99

日二 年 軸 一一

3 98
二 年 画 一・．－

－．3 99
4 54

45 5
―．45 5

9 30 8 那 珂 遺 跡 群 4 2 削 平 工 事 ．庸 多 ・那 珂 1 丁 目4 7 6 3 96 6 3 9 30 52 2 93 0 531

1 葺口、 、 4 3 至塾 下 5 丁 目1 12－2 132 13 2 9 30 60 7 ． 9 30 608

2 葺け、 、 4 4 異 同 住 宅 ー・軸 壷 ガ 珂2 丁 目12 2 ．12 3 8 2 1 82 1 9 3 080 9 9 31 03 1

． 師 、 、 4 5 ガ 珂 1丁 目82 9 200 16 2 93 082 3 9 30 826

． 」 師 、 、 46 異 同 住 考 ・

共 同 住 軍 建敢 ・・・－・

異 同 住 宅 姪 設 ・・…．・一．・

異 同 住 宅 廼 設

工 ま 整

5 丁 目43 2－2 635 2 50 ． 93 110 1 ／9 31 206

9 4 14

9 箪 7

943 8

944 1

9担 ♀

95 13

95 郷

95 30

9箪 草

野 率

96 咋

96 19

96 華

甲印 字

9 709

9 71 1

9 7寧ヰ

9 74 1

9 77 0

9 81 8

9 85 8

9 鋒 l

師 、 47 那 珂2 丁 目10 0－1 712 4 50 94 05 18 9 40 628

匝 、 、 4 5丁 目4 12 5 54 1 2 5 00 94 090 1 9 4 110 2

葦打、 、 49 、′寺 1丁 目148 他 99 7 7 23 94 090 5 79 4 110 2

憂打、 、 －50 下 3丁 目1 －1 6 38 0 3 0 00 94 09 2／9 9 4 122 0 5 18

師 、 、 、5 1 、 整 刃 珂 6丁 目2 0地 内 3 8 42 95 05 22 9 50 52 7 52 5

師 、 52 ヽ ガ 珂 6丁 目地 38 4 156 9 505 31 9 5 06 27 52 5

師 、 、 53 ヽ ガ 珂 6丁 目地 63 0 2 20 9 509 18 ．95 10 20 5 25

師 、 、 4 店 師 承 住 考 ・日．

共 同住 宅 建 設 ・∴．．

工 法摘翫譜

5丁 目8 －2 2 72 90 9 510 09 95 10 12 5 25

葺け、 、 5 5 下 5丁 目3 7 9他 5 20 530 9 60 304 96 06 25 5 00

錘 、 、 5 6 五 十 川 1丁 目13．1 2 40 297 9 60 3ⅰo ．96 03 18 5 00

葺け、 5 7 古　 、′与 下 5 丁 目3 5 4 1 20 120 9 60 624 96 07 02 5 98

まロ、 、 5 8 丑 百 、／与 刃 珂 1 丁 目4 8 6 48 7 7 50 480 9 60 70 4 96 08 26 5 63

師 、 、 5 9 ヽ 刃 珂 6 丁 目地 1 80 17 7 9 6 10 14 96 1 11 5 5 64

葺け、 、 6 0 ヽ 、′、　 2 2 3 5 43 15 8 9 40 40 2 9 706 0 2 年 報 1 3

師 、 ＼ 6 1 果 同 住 宅 ‥‥

毫 地 、告 、

刃 珂 2 丁 目3 8 8－1 20 2 0 970 4 14 年 報 1 3 ．

師 、 、 6 2 刃 珂 1丁 目8 3 8．83 9－1 1 0 76 1 00 5 970 50 6 9 70 71 8 5 9 7

テロ、 、 6 3 異 同 住 宅

王 立　 車設

刃 珂 1丁 目79 2－1 2 2 5 2 14 970 6 30 9 70 73 1 5 9 7

蒼ロ、 、 6 4 3 丁 目1－1 8 9 0 0 5 8 70 970 9 22 9 80 83 1 、5 3 8

那 珂 遺 跡 群 65 事 務 所 一博 ・多 ー竹 下 5丁 目59 －3 14 7 1 47 98 02 12 9 80 21 8 59 7

葺け、 、 66 専 困 住 軍 ．．‥・…・… ・一

基 同 住 宅 ．‥

共 同 住 宅

果 同 住 宅 … ‥・

共 同 住 宅

専 田 住 宅 ・－．－・・

専 固 住 宅

異 同住 宅 ・一．‥一

基 同住 宅 ・．

共 画住 宅 ・

専 同 住 宅 ・∴ ．‥．・．一

工 日

、′寺 町 98 06 08 9 80 62 3 13

王口、 、 67 刃 珂 1丁 目1 48 他 1 60 0 1 4 20 99 01 18 990 63 0

葺け、 、 68 竹 －下5丁 目9 4 58 3 5 99 99 02 12 990 33 1

fP 、 、 69 刃 珂 1丁 目5 90 －1他 1 40 0 1 0 88 99 04 08 99 062 1

9 90 6

9 軍 学

993 5

994 8

996 1

99 71

0q I6

00 45

0坦 8

葺け、 、 70 5丁 目5 00 30 6 3 39 9 904 13 99 053 1

ヂロ、 、 7 1 刃 珂 1丁 目6 55 19 3 193 9 908 2 3 99 10 01

師 、 、 ．72 刃 珂 6丁 目1 53 15 4 27 4 ．16 4 9 909 0 3 99 10 06

王ロ、 73 ガ 珂 3丁 目1 9 2 0 2 1 50 0 3 8 2 9 9 110 8 00 1 112

ヂロ、 、 74 ガ 珂 1丁 目4 23 5 98 38 8 9 9 122 1 00 02 08

葺け、 7 5 5 丁 目4 33 2 50 25 0 0 00 30 1 00 04 14

葺ロ、 7 6 ガ 珂 2 丁 目6 ．7 20 0 00 60 1

71 03 15

00 0 606

ヂロ、 、 7 7 下 3－1－1

那 珂遺 跡群 7 8 工場 改 築 博 多 竹 下 3－1一1

・那 珂 木 崎 古 墳 ‥‖

那 珂 八 幡 古 墳

1 学 術 調 奪 （那 珂 l 次 ）

重 要 確 認 （那 珂 6 次 ）

．．博 ・多

博 多

－・那 珂 1 丁目叫 ・

那 珂 1 丁 目44

2 4 7 10 40 5 10 20

85 05 2 53 4 85 03 12 8 50 70 9　　 14 1

表2．那珂遺跡群調査一覧
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Ⅲ　比恵遺跡群第72次調査の概要

1・調査の経過

調査はすでに行なわれた第8次調査で検出された遺構群の残存状況を確認する作業から行なった。

2000年（平成12年）5月9日から対象地中央部分～南側にトレンチを設定し、重機による表土除去を

行なった。その結果テニスコート舗装面及び下位の造成土を20－50cmほど除去すると遺構面である鳥

栖ローム層を確認した。この面で除去作業を行いまず第8次調査SBl15を確認し、ついで除去範

囲を東側に広げていった結果SBl16を確認した。遺構の残存状態は良好で、第8次調査終了以降

対象地内での掘削作業はほとんど行なわれていないことが判明した。この結果を受けて引き続き面的

な表土除去を行なうこととした。表土除去は第8次調査で部分的な調査しか行なうことのできなかっ

た、対象地中央部分から行い東側1／3ほどを順次南側へ広げていくこととした。この結果調査区の南

端で第8次調査検出の柵状遺構にほぼ平行する柵状遺構とこれに平行する総柱建物3棟を検出した。

そのため調査地点内の全面的な把握を目的として残りの部分的な調査区及び未調査区の表土除去を開

始した（第72次調査）。この結果調査区の南端で直線的な柵状遺構とこれに伴う総柱建物を3棟確認

した。また第8次調査西北端部分の遺構残存状態も同時に確認した結果、柵状遺構（SA091）及

び総柱建物（SB086．087）を良好な状態で確認している。

確認調査と平行して遺構の時期決定を目的とし各遺構の掘り下げを行なった。この結果弥生時代～

中世の遺構群が確認された。さらに柵状遺構は第8次調査SA091同様3本一組となりこれによっ

て南北55m、東西50m以上の空間を囲みその内部に企画性を有する建物が少なくとも10棟存在するこ

とが明らかとなった。遺構の重要性を鑑み教育委員会では地権者の同意を得て「那津宮家」関連遺構と

して8月24日に福岡市長による記者発表を行い、9月2日には現地説明会を行なった。説明会には600

人の見学者が訪れ本調査に対する人々の関心の高さを見せつけた。

説明会終了後遺構の保護を目的として真砂土で調査区全面を被覆し、その上から掘削土を埋め戻し

調査を終了した。

2・調査概要

対象地はⅡ章でも述べたように、丘陵本体から切り離された島状の丘陵の東側縁辺にあたる。この

丘陵は南北約300m、東西200mで河川流路により周囲と画されている。周辺の試掘調査などの結果か

らこの河川部分は少なくとも中世以降に耕地化されるまでは流路としての機能を失っていなかったと

考えられる。丘陵本体との間は130mほどであるが、南側では東側に延びる突起状の張り出しがあり

この部分では幅約50mほどに復元できる（付図2参照）。

1項で述べた確認作業の結果、調査は敷地内4349・86㎡のうち第8次調査で完掘した1410㎡を除く2

940㎡を対象として行なった。周囲に幅約8m程度の引きを取ったため実際の調査面積は1874㎡であ

る。調査地点は現況でテニスコートとして整備されており、現況の標高は6．1m程度である。遺構面

はテニスコート舗装面とその下位の盛り土を20－50cmさげた鳥栖ローム上面であり標高5・7－5．9mで

遺構面はほぼ平坦であるが調査区東隅部分がわずかに傾斜しこの部分に中世前半の遣物を含む包含層

が堆積している。第8次調査終了後大きな掘り下げは行なわれておらず遺構の残存状態は比較的良好

であった。しかし戦前には大規模な区西壁理がおこなわれ、また戦前．戦後には敷地内全体に大規模

な工場があり、これらによる削平・撹乱が著しいうえ調査範囲の南半には工場廃油による遺構面の汚

染が著しく遺構検出・土層確認を困難にしている。更に調査区中央部南よりには深さ3m近くになる

撹乱が大きく広がり、遺構が消失してしまっている。
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本概要報告では総柱建物と柵状遺構について概要の報告を行なう。また調査終了後間がないため遺

構・遺物については整理途中で細かな検討を行なっていない。ここで時期別の検出遺構を上げておく

が、詳細は本報告時に行ないたい。

検出遺構は以下のとおりである（なお本報告において異同があることを諒解されたい）。

弥生時代

前期～中期前半：貯蔵穴　20基（内4基は第8次調査で完掘し、2基は一部掘り下げ済み）

中期中頃～終末期：竪穴住居跡　9基（内1基が円形住居、後は方形～長方形住居）

井戸56基　甕棺墓13基（内9基は第8次調査で掘り下げ済み）

古墳時代

初頭～前期：井戸4基

後期：竪穴住居跡1棟　　井戸1基

柵状遺構1基、総柱建物5棟（内2棟は第8次調査で確認済み）

古代～中世

溝2条　井戸4基　土坑墓1基

その他多くの土坑・ピットが検出され出土遺物は総数でコンテナ214箱に及ぶ。

柵状遺構（SA）

SA111（第4・5図）

調査区の南端で調査区にほぼ平行して3本一組となり主軸方位N－49。－Eにとる柵状遺構（S

Alll）を検出した。遺構番号は延長する柵状遺構全体をSAlllとし、3本柱からなる各ユニ

ットを東からSA112～SA127と呼称することとした。また遺構の主軸方位から3列の柱通り

をおおよその方向から北列、中央列、南列と呼称している。第8次調査検出の柵状遺構は主軸方位を

N－53。－Eにとりこれとは平行にはなっていない。

SAlllは調査区西側端が撹乱により確認できなかったが、16組15間分確認し確認総延長は38m

を測る。しかし第8次調査成果との対応から東西両延長方向はともに調査区外に延びるものと考えら

れる。各ユニットは南北方向の主軸をほぼそろえた布掘りとなっているが、東端のSA112は西偏

し西端のSA127は東偏している。また布掘りでないもの（SAl12．113．115）につい

ても本来は布掘りであったものがその上部を欠失したものと考えられる。掘り方平面は基本的に隅丸

長方形を基本とし一部に半円形の張り出し部分が残るものが多い。規模は幅0．7～1．4m、長さ3．2～3・

7m、深さ40－50cmを測り、掘り方の底面はそれぞればらつきがあるが柱の据えられる部分を中心にし

て不整円形～円形に更に掘り下げられている。柱痕跡は残存しているもので径約20cmを測る。また柱

痕跡を確認したものの中で古い柱を掘り返した後に新しい柱を建て替えているものが複数ある。建て

替えを確認できた柱は中央列に多いが北列にも存在する。柵状遺構の建て替えが全面的なものか、部

分的なものにとどまるかは現時点では判然としないが注目される事項である。

棚状遺構の各列の柱通りは中央列が比較的とおりが良いが、北．南は柱痕跡から復元すると直線的

には並んでいない。また各ユニット中の柱間隔は1－1．5mとばらつきが多く、同一ユニット内でも

中央からの南北両間隔が等間隔でないものも半数程度存在する。更に各ユニット間の間隔も2－3．7

mを測り、ばらつきをみせる。中央付近はユニット間隔が2・2－2．4mで比較的そろうが東西両端は間

隔が3．1m、3・7mと開きが大きい。

このように第72次調査の柵状遺構は巨視的には企画性を有するようであるが、各要素を見ると比較的

ランダムな構造となっている。これは相対する第8次調査検出柵状遺構と比較すると更に顕著である。
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SA126

SA127

H＝6／0m

第5図　SA111土層図（1／60）
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第8次調査検出の柵状遺構では東西の柱列はほぼそろい特に中央列の通りは良く、各ユニットの間

隔もほぼ3．1m等間隔となっている。またユニット内の柱間隔も東側2組を除いて1・2～1・25mと良く

揃っている。この一連と考えられる区画施設内での差異については今後の検討課題としたい。

総柱建物（SB）

今回の調査でいずれも3間×3間の総柱建物を5棟確認している。この中でSB020、021は

区画中央東寄りで検出され、第8次調査で確認されたSB115、116と同じである。この2棟は

今回の遺構確認で前回の調査後埋め戻された状態で比較的良好に検出できたため、今回土層確認を行

ったのち完掘した。また柵状遺構SAlllの北辺に沿うようにSB131～133が配置されてい

るが、3棟は主軸方位がずれ柱筋は通らない。また第8次調査では建物の南北方向の柱筋のいずれか

が柵状遺構の主軸延長に乗ることが指摘されているが、この点は本調査建物についても同様である。

SB020（第6図）

第8次調査報告のSBl15にあたる。第8次調査終了後の埋め戻し土を撤去し土層を再確認後完

掘した。梁行3・8m、桁行4・7mで身舎面積18・33㎡を測る。建物主軸をN－50°－Eにとる。掘り

方はいずれも布掘りを呈し、柱部分を円形～隅丸方形に更に掘り込んでいる。柱痕跡．抜き跡及び立

柱時の版築状の痕跡が確認でき、柱痕径は約20－30cmを測る。

SB021（第7図）

第8次調査報告のSBl16にあたる。SBO20同様第8次調査終了後の埋め戻し土を撤去し土

層を再確認後完掘した。掘り方はすべて布掘りによるが残存状況は不良で、今回の調査では第8次調

査で検出されたもののうち東端の布掘りが調査後の撹乱により欠失しているためこの部分については

前回調査図面と整合して提示する。北半の多くが撹乱により失われ全体の規模はやや不明瞭であるが、

梁行4．5m、桁行5・7mで身舎面積約25・65㎡を測る。建物主軸をN－41。－Eにとる。布掘りの

検出面からの深さは20cm程度で、柱痕跡は確認できていない。また底面は比較的平坦に近く、SB0

20のような明確な掘り込み、版築状の痕跡などは認められない。

SB131（第8図）

柵状遺構SAlllの北辺に沿って配置される総柱建物である。撹乱により東端の柱列のうち3基

を失う。柱の痕跡を確認できたものがほとんど確認できなかったが、梁行4．0m、桁行5．5mで身舎面

積約22㎡を測り、建物主軸をN－48。－Eにとる。確認できたもので柱痕跡は約30cmである。掘り

方は基本的に径70～90cmの略円形を呈するが、一部隅丸方形を呈するものがある。

SB132（第9図）

柵状遺構SAlllの北辺に沿って配置される総柱建物である。建物中央部分の大規模な撹乱によ

り柱掘り方の半数を失う。梁行4・1m、桁行6・0mで身舎面積約24．6㎡に復元できる。建物主軸はN－

53．50－Eにとる。柱掘り方は東列が不整な円形、その他は隅丸長方形を呈する。

SB133（第10図）

柵状遺構SAlllの北辺に沿って配置される総柱建物である。各柱列の土層確認を行ったのち、

真砂土を充填し埋め戻しを行っている。柱掘り方は東西両端の梁行きが布掘りを呈している。梁行4．3

－4．5m、桁行5・4－5．6mで身舎面積約24・64㎡を測り、建物主軸をN－520－Eにとる。掘り方

の布掘り部分は比較的均整の取れた隅丸長方形を呈し、中央2列はそれぞれが一辺1m程度の隅丸方

形を呈している。本建物の土層観察から柱の抜き取り痕跡が確認できた。また確認できたもので柱痕

跡は約20cmである。
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第6図　SB020実測図（1／60）
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第7図　SB021実測図（1／60）
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第8図　SB131実測図（1／60）
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写真9　調査区全景（上空から）
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写真10　第72次調査区全景（上空から）



写真11調査区全景（北から）

写真12　棚状遺構・総柱建物（北から）
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写真13　柵状遺構・総柱建物（西から）

柵状遺構（上空から）
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写真15　柵状遺構（東から）

写真17　SB020

写真19　SB131（北から）

写真16　SB020、021（北から）

写真18　SB021完掘状況（北から）

′．．／－＼

写真20　SB132（北から）
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写真21SB133（北から）

写真25　SA122（土層）

写真22　SB133（北から）

写真24　SA120（北から）

写真26　SA124（南から）
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3・調査区の西側での試掘調査（第11図）

第72次調査時に東側に道路を隔てて隣接する春住小学校校庭部分の試掘調査を行ったので、この項

で概要を報告するO試掘調査は第72次検出の柵状遺構．総柱建物の範囲確認および丘陵の地形確認を

目的として行った。試掘トレンチは運動場の西端で柵状遺構の推定延長線上を中心にして面的に設定

した。その結果北側の狭長なトレンチにおいては表土を20cmほど除去した標高5．5～5・6mで遺構面の

鳥栖ローム層が露出し、ピットを検出している。南側のL字状に設定したトレンチでは西側で標高5

mでローム層を確認するが遺構は存在していない。またほぼ中央部で略南北に延びる丘陵の落ち際を

確認した。斜面には粗砂．砂質土が堆積し河川堆積によるものと考えられ、上面には2枚の水田面が

確認できる。水田面からは白磁が出土し中世以降の水田と考えられる。また下位の河川堆積土からは

土師器．須恵器と共に瓦器椀が出土しており、河川は中世前半までは埋没していなかったと考えられ

る。周辺の試掘結果によってもこの丘陵を南北に分断する河川埋没後の明確な遺構は確認されておら

ず、中世以降に埋没した後は近年まで水田として使用されていたと考えられる。

この試掘により丘陵は小学校西端まで延び、ここから東は旧河川になっていたことが確認された。

また棚状遺構・建物はトレンチ内では確認できず、柵状遺構による東側の区画範囲はほぼ現状の道路

部分にあたることが推定できる。

写真27　試掘状況1

写真28　試掘状況2
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第11図　春住小学校内試掘調査位置図・実測図（1／100）
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Ⅳ　比恵遺跡群第8次調査の概要

第8次調査はⅢ章で概要を報告した第72次調査の同一敷地内の調査である。表土直下の標高6m前

後で遺構面である鳥栖ローム層が露出する。総面積4349・86㎡中北側1／3の1410㎡を完掘し、中央部分

の830㎡については露出する甕棺5基と総柱建物2基のみの部分的な調査を行なっている。全体では

弥生時代～中世の遺構．遺物が確認されている（全体図は付図1を参照）。

概要をまとめると弥生時代では前期の貯蔵穴11基・竪穴住居跡1棟、中期初頭～後期の甕棺墓13基、

後期の竪穴住居跡6棟・井戸26基が確認される。古墳時代では前期から後期（6世紀中ごろ）まで

集落として利用されている。5世紀代では竪穴住居跡4棟、5世紀後半～6世紀中頃までは掘立柱建

物で構成される集落の存在が推定され、井戸も2基検出している。6世紀中頃以降集落は忽然と姿を

消し柵状遺構に囲まれた総柱建物群が出現している。

柵状遺構は調査区北辺で確認した。3本の柱を一組にしてほぼ現在の地割に並行に北東～南西に伸

びる。主軸はN－53。ーEにとり確認延長37．2m．12間分検出している。両端は調査区外に伸びる

と考えられ全体の規模は不明確である。柵の1ユニットである3本の柱筋は布掘りとなり、各掘り方

はほぼ方位をそろえる。規模は南北長3～3．5m東西幅0・7～1mの隅丸長方形を呈し、深さは30cm前

後で柱の部分を更に掘り下げるものが多い。柱痕跡は20－30cmで1ユニット中大きさや埋設深などに

特別な差異は見られない。東西方向の柱通りはよく揃い、中でも中央部分は3．1m等間隔で特に良好

である。総柱建物はいずれも3間×3間で7棟確認している。配置は柵状の南に添って5棟、これか

ら離れて2棟検出している。柵状遺構添いの5棟は各棟の規模は少しずつ異なり柱芯からの床面積は

16．6㎡～27．8㎡である。また建物全体を通す柱筋はなく、建物間の間隔もまばらで狭いものでは2m

の間隔しかない。しかし各棟の南北柱筋のひとつが柵状遺構の柱筋に乗り、隣接する建物間では南も

しくは北辺の筋を適しているなどの企画性も有している。南側の2棟は南北方向の筋を布掘りとして

いる。建物規模は16．1㎡と26・0㎡である。この2棟は柵状遺構およびこれに添う建物とはやや方位を

異にしている。

存続時期については井戸内の埋没痕跡から集落廃絶時に整地が行なわれたと考えられるためその造

営年代を6世紀後半の早い段階とし、奈良時代前期の溝および7世紀後半の土坑に切られていること

から7世紀後半には廃絶していたと考えられる。

福岡市教育委員会1985『比恵遺跡群』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第116集

．

－－＼

1～4は建物柱穴出土

5～6は柵を切る土坑

（SK061）出土

7．8は包含層出土 10cm
t　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　－．一一一一」

第12図　比恵遺跡群第8次調査柵状遺構・総柱建物関連出土遣物実測図（1／3）
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写真29　第8次調査全景1

写真30　第8次調査全景2
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Ⅴ　比恵遺跡群第7次・13次調査の概要

両地点は比恵台地のほぼ中央部に位置し、現標高は約6mを測る。付近は大正から昭和期の土地改

良に伴い、大規模な削平工事が行われている。地質状況や弥生時代の住居などの遺存状況から見てお

よそ1mの削平が予測される0　7次調査は1981年、13次調査は1986年に建物建設の事前調査として福

岡市教育委員会が発掘を行った。一部は既に報告されている。ここでは両調査区にまたがる建物、柵

列群が確認されている。建物は東西棟で二間九間であり、建物の両端から北へ延びる布掘り三本柵列

が二群ある。建物は7次調査でSBO2、13次調査でSBlOlとされ、柵列は13次調査でSAl02とされた。

以下では、混乱を避けるために建物全体をSBlOl、西側（13次）柵列をSAlO2、東側（7次）柵列を

SAl03として報告する。

建物SBl01二間九間の東西棟である。柱掘り方は円形から不整楕円形であり、検出面で径1．0－

1．3mを測る。掘り方埋土は赤褐色粘土や黒色土の薄い互層であり、堅い。柱痕跡は黒色土として明

瞭に認められた。柱痕跡から、柱は円形、直径0．3m前後である。全体として柱筋には歪みがある。桁

行は26・2－26．6m、桁間は2・2～3・3mと最大で1m以上のばらつきがある。また梁行は西端で3．1m、東

端で3・4mと差があり、建物中央付近でやや膨らんでいる。梁行建物四隅から平均値で見た主軸はN一

88。－Wである。

遺物は柱掘り方と柱痕跡からは多く出土したが、ほとんどは古墳時代前期以前の土器片であった。

13次調査側の柱掘り方から鉄鏃1点が出土しているが、これは弥生時代の所産と見られた。本遺構に

関連すると見られる遣物には須恵器片がある。何れも甕片であり、7次調査区の掘り方から数点、13

次調査区の柱痕跡から1点出土した0残念ながら前者は行方不明である。後者は甕の肩部破片（図

13－1）である。外面格子叩き後カキ目、内面同心円叩きである。

柵列SAl02　布掘りの掘り方に三本一組の柱痕跡があり、8列7問分検出された。南端の布掘りは

建物SBl01の南面柱筋に揃い、これより南には展開しない。また、北側は調査区外に延びている。布

掘りは幅0．5－0．8m、長さ3・0m前後を測る。掘り方は建物SB101に比べて浅く、埋土は明瞭な互層を

なさない。柱痕跡は黒色土で明瞭に認められた。なお、掘り方内柱痕跡に対応して再掘削の跡があり、

建て替えが予測された。柱痕跡は径約0．2m前後であった。布掘り内の3本の柱間は1・1－1・3m、布掘

り間の柱間は2・5－3・1mとばらつく。三列の平均的な柱筋はN－2－30－Wであるo

掘り方内からは少量の弥生時代土器片が出土したのみである。

柵列SAlo3調査時には柵列として一連の遺構と判

断できていない。当時の図面から復元したものであ

る。そのため、埋土や柱痕跡は不明である。布掘り

と見られる遺構痕跡は7列6間分ある。位置や様相

はSA102に類似する。

掘り方内から弥生時代土器片と須恵器片が出土し

た。須恵器片には甕片（図13－2）、壷片（3）、坏片

（4）がある。2は外面擬格子叩き、内面叩き後ナデ、

3は鹿部片で外面カキ目、内面同心円叩き、4は鹿部

片で外面回転へラ削り、内面ナデ仕上げである。

福岡市教育委員会
1985『比恵遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報告書第117集
福岡市教育委員会
1999『比恵遺跡群28』福岡市埋蔵文化財調査報告書第596集
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第13図　比恵遺跡群第7．13次調査柵状遺構

・建物関連出土遺物実測図（1／2）
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写真31第7次調査建物

写真32　第13次調査全景1
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写真33　第13次調査全景2

写真34　第13次調査柵状遺構
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Ⅵ　比恵遺跡群第39次調査の概要

第39次調査地点は比恵遺跡群の中央部に位置し、東側50mに第7次、13次調査が行われている。調

査前の標高は約6．0～6・3mを測る。周囲の道路面と比較すると30－50cm高い。遺構面は表土から約20

～30cm下の鳥栖ロームで、標高は約5．8mである。本調査地点では弥生時代中期～後期の竪穴住居跡

9軒、土坑3基、古墳時代前期の土坑1基、後期の柵1条、掘立柱建物2棟を検出した。ここでは古

墳時代後期の柵、掘立柱建物について報告するO

SA－015（第15図）

015は調査区中央に位置し、N－82。－Eの方位で東西方向に延びる。柵の構造は1辺0．6～1．2mの隅

丸長方形の柱穴を南北方向に配置したものを一組としている。今回の調査では4問分、延長10mにわ

たって検出した。南北方向の柱間は1・0mと1．2m、東西方向の柱間は2・5mを測る0柱は掘り方のほぼ

中央に据え、周囲を地山の鳥栖ロームと暗褐色粘質土で版築状に埋めていく。土層の観察からは柱は

抜き取られたものが多いが、柱痕跡から推測される柱の径は20－30cmである。ほとんどが中央の柱

は両側の柱より深く据えられている。

SB－016（第15図）

調査区中央西側に位置し、主軸方位はN－8。－Wを測る。掩乱のため、遣存状況は良くないが、7

個、1×3間分を検出した。柱穴は1辺1・0～1．1mの隅丸方形ブランで、深さ0・1－0・5mが残存する。

柱間は梁行で1．6m、桁行で2・1m、SA‐015との柱間は1・7mを測る。柱はSA―015と同様、柱を据えた後、

版築状に埋めている。柱痕跡から椎測される柱の径は30－40cmである。柱穴は柱が据わっていた部

分が若干沈み込んでいるものもある。

出土遺物（第15図1・2）

1・2ともSP－0071の掘り方から出土した。1は須恵器杯であるo口縁は内傾して短く立ち上がる。言縁

端部は欠損しているが、ほぼ端部に近い。口径は12cm前後と復元される。鹿部は回転ヘラケズリを施すo

色調は灰白色を呈する。小田編年ⅢB期に位置づけられると考える。2は甕胴部で、外面は格子目叩

き、内面は同心円文の当て具痕が残る。色調は青灰色を呈する。

SB－017（第15図）

調査区中央東側に位置する。柱筋はSB‐016と一致し、主軸方位はN－8。－Wを測る0柱穴は9個、

2×3間分を検出した。柱穴は1辺0・9～1・9mの隅丸長方形プランで、深さ0．3－0・6mが残存する。柱

間は梁行で1・6m、桁行で2・1m、SA－015との柱間は1．7m、SB－016との柱間は5．3mを測る。柱はSA一

015、SBー016と同様、柱を据えた後、版築状に埋めているo柱は抜き取られたものが多いが、柱痕跡から

推測される柱の径は30～40cmである。柱穴は柱が据わっていた部分が若干沈み込んでいるものもある。

古墳時代後期の建物SB－016、017はSA－015に北側を区画される／もので、方位、規模等から同時期に位

置づけられるものである。SA－015は3個の柱穴を南北方向に配置したものを一組として、更に東西方

向に延びて、南側に折れるものと予想される。柱間は柱の中心で2．5m、南北幅は2・2mを測る0SB－016、

017は柱筋を揃えて東西方向に配置される。建物間の距離は5．3mを測る。1×3間、2×3間分を検出

した。調査の制約上、全体を把握することはできなかったが、おそらく3×3間の総柱建物と考える。

柱間は梁行1．6m、桁行2．1mを測る。それから復元される建物の規模は梁行4．8m、桁行6・3m、床面積約

30㎡と推測される。柵との距離は約1・7mで、非常に接近している。出土遺物から6世紀後半以降に位置

づけられる。建物の建て替えの形跡は認められず、長期にわたるものではなかったと考える。

福岡市教育委員会1993『比恵遺跡群（12）』福岡市埋蔵文化財調査報告書第325集
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第39次調査地点位置図（1／1000）
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第15図　第39次調査地点SA－015、SB－106、107遺構実測図（1／100）及び出土遺物実測図（1／4）
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写真35　第39次調査全景1

写真36　第39次調査全景2
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写真38　第39次調査建物2
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Ⅶ　那珂遺跡群第37次・52次・56次．59次調査の概要

那珂遺跡群の南端部分の調査区である。本来の地形は不明瞭であるが南側に隣接する五十川遺跡と

の間に浅い丘陵鞍部が入りこむものと想定される。各調査区がいずれも離れており不明瞭な点がある

が真北を向く建物とこれと直角に配される建物が復元でき、コ字もしくはロ字に配置される建物群の

一部であると考えられる。

56次調査検出の1号掘立柱建物が西辺の南北棟にあたる。桁方向に7間分を検出し、柱間2・6mで

ほぼ均等である。梁間は不明であるが東西柱間には束がなく5mを測る。柱掘り方は80cm程度の隅

丸方形一円形で、柱径は20～25cmを測る。56次．52次は検出面標高約8・6mである。

37次調査C区と52次調査で検出された建物がこれに直行する東西棟の一部と考えられる。桁方向に

4問分確認し、柱間は2・3～2．5mを測る。梁間は不明であるが56次調査建物と同様に東柱はなく、柱

間は6．5－6．6mを測る。柱掘り方は隅丸方形を呈し、柱痕跡は径30cmである。

59次調査ではこれに伴う建物は確認できなかったが、方位を北にとる溝（溝12）が1条検出されて

いる。これは形状が56次調査の溝4・5．6に類似し方位もこれと同一であることから建物群に関連

する溝として取り上げた。なお59次調査区の北側では深さ80cm弱の浅い谷が確認されている。奈良

時代に埋没したものと考えられ建物との関係が注目される。この谷は建物の区画内に存在し造営時

に埋め立てられた可能性も考えられる。遺構面標高は8・3mである。

これらの調査区をつなぎ合わせると、東西65m、南北50m以上の範囲を囲んだ施設の存在が想定で

きる。出土遺物は52．56次調査において掘り方から土師器・須恵器が出土している。小破片が多いが

図示された遺物から7世紀初頭の年代が与えられている。造営の上限を決める資料として注目したい。

企画性・時期など比恵遺跡群検出の建物群と類似しこれよりも規模は第8次．72次調査例に近くなる

が、柵状遺構に3本1組の布掘りによるものを含まない。また区画内の建物などにづいても不明である。

以上概要を述べたがいずれも狭小な調査であり、距離も離れているため区画内建物等についても詳

細は不明である。また59次調査検出の谷が建物造営時に存在していたとすれば障害と成り得るため建

物の配置として不自然であり、今後の周辺の調査に期したい。

福岡市教育委員会1994『那珂11』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第366集
福岡市教育委員会1997『那珂17』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第500集
福岡市教育委員会1997『那珂遺跡群19』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第525集
福岡市教育委員会1997『那珂遺跡群21』　福岡市埋蔵文化財調査報告書第564集
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第16図　那珂遺跡群第56次調査建物出土遺物　（1／3）
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第17図　那珂遺跡群第37・52・56・59次遺構実測図（1／400）
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写真39　第52次調査全景

写真40　第59次調査全景
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写真41第56次全景1

写真42　第56次全景2



Ⅷ　有田遺跡群の概要（有田遺跡群におけるミヤケ状遺構）

1　遺跡の立地と各地点の概要

博多湾西側にある早良平野を貫通する室見川と金屑川に挟まれた洪積台地上にあり、博多湾から約

1・5kmの地点にある。現地名では、早良区南庄・小田部・有田である。現地名にもあるとおり、古代

には田部郷に属していたと考えられる。台地は谷が随所に入り、八手状の形態を成す。比恵遺跡と同
注1

じ3本柱柵は台地上の7カ所で検出されている。

（①第64次調査周辺

3本柱柵に囲まれた中に3棟の総柱建物が検出されている。3本柱柵は西側にもう1条あり、外側

の柵はその西側で台地が落ちるため、西側を囲む区画とは考え難いが、区画の東側には柵が見られず、

全体を2垂に囲むものでもない。建物はいずれも3×4間で、その内1棟は布掘りである。出土遺物

が少なく、時期は不明瞭である。

（彰第102次調査

3本柱柵と3×3間の総柱建物1棟が検出されている。3本柱柵はコーナー部分ではないかと考え

られる。建物の柱穴内からは6世紀後半と考えられる遺物が出土している。

③第105次調査

3本柱柵のコーナー部分と布掘りの3×3間の総柱建物1棟が検出されている。コーナー部分は柱

数を変えずに同心円状に外側の柱間隔を広げている。建物は6世紀中頃の竪穴住居を切っている。建

物の身舎面積は16・2㎡を測る。

④第6・66次調査

①と同じように3本柱柵に囲まれたと考えられる西側にもう1条の3本柱柵がある。報告書では別

の区画を想定しているが、②の例もあり、別の区画になるか、現段階では明らかではない。建物は検

出されていない。5世紀代の陶質土器が出土しているらしい。

（⑨第75次周辺

3本柱柵と2×3間の側柱建物が1棟ある。柵は北辺の西端で3本の柱筋がずれており、コーナー

部分と考えられ、北辺は30m前後と考えられる。建物は有田遺跡で該期唯一の側柱建物だが、那珂遺

跡23次調査の建物のような束柱だと、削平のため消滅した可能性もある。

⑥第107次調査周辺

台地の最高所にあり、6世紀から8世紀の大形の建物群及びそれに伴う溝や柵が見られる。総柱建

物等の切り合い及び方位から、建物群は大きくA～Dの4群とその東側にある東方建物群、南側にあ

る都庁に分けられる。このうち本稿に関連するのはA・Bの2群で、以下この2群を主として述べる。

A群1本柱の柵及び倉庫群。最高所の西側に広がる。現在6列確認されているが、いずれも直角な

いしは平行を成しており、同一企画のもとに造られたものと考えられる。そのうち107次から181次に

かけては区画内に2棟の総柱建物が検出されている。建物は3×4間で、同規模の建物である。柱

穴内からは5世紀後半代～6世紀初頭の陶質土器ないしは初期須恵器が多く出土している。

B群　3本柱柵と倉庫群。2区画が確認されている。3本柵は本来すべて布掘りであると思われる。

前者は南北33m、東西45mで、両側の柵に沿って2棟ずつの建物が確認されている，いずれも区画内

の西側にあり、区画の東側には建物はない。建物はいずれも2×3間だが、布掘のある2棟は、布掘

の方向が異なっている。身舎面積は14－17㎡で規模は大きくない。後者の三本柱柵は南北33mを測る。

柵・建物からは土器の小片のみが出土し、その時期は7世紀代までを含んでいる。しかし、当地点は
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遺構の錯綜が激しく、遺物の混入も十分考えられ、破片数点の遺物だけでは時期が決められない。

C群　早良郡衛の建物群。総柱建物は方位によってCl群と2群に分けられる。ほぼ同じ方位の遺構

として、側柱建物からなる東方建物群、南には四面廟建物を中心とする都庁、及び溝、柵がある。

D群　三方または四方を満に囲まれた側柱建物群。西の溝はさらに南に伸びている。北側の溝は他

の溝と矩形を成さない°　また東の溝は北側が不明確である。

これらの建物群は切り会いからA群→B群→Cl群→C2群→D群となる。A群は、総柱建物に5

世紀後半代－6世紀初頭頃の土器、最後のD群の溝には8世紀中頃の遣物が入っている。

⑦第158次周辺

1本柱柵と3本柱柵が見つかっている。⑥と同じく1本柱→3本柱へ移行する。3本柱柵には6世

紀後半の遺物のみが入っている。

有田遺跡の古墳時代は集落が連綿として形成されているが、6世紀後半には台地最高所付近で竪穴

住居が見られなくなり、6世紀末頃になると遺跡全体で急速にその数を減じていくOただし小型の掘

立柱建物に変わった可能性はある。有田遺跡では、3本柱柵以前に1本柱柵が存在する。それに伴う

建物は3×4間の総柱建物である。建物柱穴内から出土した土器は5世紀後半～6世紀初頭頃の土器

で、それ以降の土器は確認できない。一方、3本柱柵は台地全体に7ないし8箇所存在する。方位の

統一性はなく、台地の方向に規制されている。時期的には不明な点が多いが、6世紀後半～7世紀前

半代頃と考えられる。概ね比恵遺跡と近い時期になる。一本柱柵と三本柱柵は、総柱建物を柵で囲む

手法等から、一本柱柵→三本柱柵に連続するものと考えられる。7世紀後半代には、早良郡街が作ら

れる。従って、遅くとも7世紀後半前葉には三本柱柵も廃絶したと考えてよいものと思われる。

2　比恵．那珂遺跡と有田遺跡の比較

両遺跡の共通点は、三本柱柵に囲まれた総柱建物群があり、三本柱柵は方位を統一せずに台地の形

状に規制されて造っている。時期的には両遺跡とも6世紀後半代に作られた可能性が高く、7世紀後

半前葉以前に姿を消している。比恵遺跡では両側に三本柱柵を連結させた長細い側柱建物が見つかっ

ている。また隣接する那珂遺跡では6世紀末以降7世紀代を通じて瓦が出土し、比恵・那珂遺跡の重

要性を際立たせている。

一方、有田遺跡では、三本柱柵以前に一本柱柵に伴う倉庫群が存在する。一本柱柵は台地の最高所

のみで見られ、柵が平行したり、途中から別の柵が垂直に派生したり、複雑な構造を成している0　こ

れに伴う建物は現在では2棟のみで、今後増える可能性は十分あるが、空地がかなりある。時期的に

は依然不明確であるが、6世紀初頭以降、6世紀後半以前に建てられている。建物の存立期間も考慮

すれば、6世紀中頃以前に建てられた可能性が大きく、那津宮家修造の記事（536年）に近い可能性

も秘めている。しかし小片遺物のみで時期を決めるのは危険であり、今後の調査に期待したい。

両遺跡で検出されている総柱建物はいずれも25㎡前後の小型のもので、郡衙正倉に比して小さい。

しかし遺跡全体での建物の面積は少なく見積もっても300㎡を超すものと思われ、筑後国御原郡街で

ある小郡遺跡Ⅰ期の450㎡と比較しても遜色なく、該期では、極めて規模の大きな施設と言えよう°

3　おわりに

有田．比恵の3本柱柵建物群は那津宮家に比定されることが多いが、日本書紀の宣化元年（536）

とは依然として数十年の開きがある。ただし有田遺跡の1本柱柵は前述のように、唯一宣化元年に近

い可能性がある。三本柱柵については、柵か、築地か、あるいは建物構造か、用途は判然としない。
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有田遼跡では、郡衙正倉のように必ずしも柵に沿って連続的に倉を作っておらず、各柵によって倉庫

の配置が異り、中には柵内に倉庫をほとんど持たないものもある。他に例を見ないコーナー部分の構

造、必ずしも矩形に展開しない形態等も考慮すれば、十分な準備期間と入念な設計を経たものとは考

え難く、建築学からのアプローチも今後の課題である。近年、古賀市田渕遺跡、朝倉都夜須町惣利遺

跡で三本柱柵と総柱建物が発見されている。いずれも6世紀後半代ということである。前者は玄界灘

沿岸、後者は後の大宰府の南側という重要地域であり、博多湾を取り巻く地域内の各平野単位で三本

柱柵建物群を建築した可能性が高くなり、郡衛の先駆的要素と考えることが可能である。

比恵・有田遺跡の建物群を含め、3本柱柵建物群を作れるのは、極めて大きな勢力の者と考えられ、

時期的に考えれば「ミヤケ」と考えるのが至当だと思われる。文献上の用語からあえてあげれば、

時代は若干遡るが、「那津宮家」があてはまる。しかし屯倉と宮家は文字状の違いで、ともに「ミヤ
注2

ケ」とするのが近年の説であり、比恵・有田遺跡を会わせて「那津ミヤケ」と呼んでおきたい。

注1「柵」という名称が適当かどうかわからないが、当該遺構を略称するため、そう呼んだ。なお、

下記著作では、64次と105次の建物時期に若干の誤解があったため、本稿では訂正しているo

米倉秀紀「那津宮家？」『福岡市博物館研究紀要』第3号1993　福岡市博物館

米倉秀紀「福岡市比恵・那珂遺跡、有田遺跡の倉庫群」『郡衙正倉の成立と変遷』2000　奈良

国立文化財研究所

注2　鷺森浩幸「ミヤケ研究の素描」『クラと古代王権』1991ミネルヴァ書房。

館野和己「ミヤケ制再論」『展望日本歴史　大和王権』　2000　東京堂出版　他　ただし舘野

氏は書紀中の「宮家」に特別な意味があると述べている。

※番号は本文中番号に一致

第18図　有田遺跡群位置図及び関連遺構検出地点
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第19図　有田遺跡群検出柵状遺構　（1／500、1／1000）

－44－

滝中浦．．試．．F§．せせ・浦．塾

※番号は本文中番号に一致



－45－

写真43　有田遺跡群第105次全景

写真44　有田遺跡群第181次全景



写真45　有田遺跡群第107次全景

写真46　有田遺跡群第107次全景
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Ⅸ　小　　結

今回第72次調査と隣接する第8次調査結果から、区画の南辺および北辺を3本一組の柱列により囲

み、区画内に3問×3間の総柱建物が10棟配置されていたことが確認できた。なお第8次調査および

本調査ともにこの施設に伴う他の遺構は確認されていない。調査区内では東辺および西辺の境は確認

されておらずそれぞれの境は明らかでない。このため対象地の東側小学校校庭内にトレンチを設定し

たところ、本調査区東端から約23mの地点で丘陵が急傾斜をはじめ旧河川に至っており東辺はこの間

に求めることができる。西辺については隣接の調査でも関連遺構は検出されていないため現時点では

不明である。区画範囲は柵状遺構の内側の柱列間距離で測ると南北55～58m、東西は50m以上の範囲

となる。現在確認されている柵状遺構の主軸方位が若干異なるため全体としてはややいびつな（長）

方形の区画となることが予想される。区画内の建物配置は北側柵状遺構に沿って5棟、区画中央東寄

りに2棟、南側柵状遺構に沿って3棟が配されている。建物の配置は全体を通る柱筋がなく、建物間

隔もばらつきがある。また建物身舎面積は16・6－27．8㎡で、後の郡衙正倉に比べて比較的小規模であ

る。建物方位は中央のSB021が西偏するが残りの9棟はSB131を除いて北辺柵状遺構の東西

方向主軸方位に近い方位でほぼ統一されている。また両辺柵状遺構（SAlll）を構成する各ユニ

ット（SA112～127）の南北主軸もおおむね北辺棚状遺構の南北主軸方位にそろっている事か

ら、施設全体を規定する基本方位は北辺柵状遺構東西主軸方位のNー53°　－Eにあると考えられる。

前章までに記述しているほぼ同時期の関連遺構と考えられる遺構群についてはおおむね施設方位が

真北を指向していると考えられるが、それぞれ偏差があり必ずしも統一的な方位規定があったとは考

えにくい。企画方位については今回の調査地点が島状の丘陵に位置することから、地形的な制約を受

けたものと考えられることが多いが、第8次調査の所見で造営に際して整地．造成が行われた痕跡も

指摘されており、土地面積としては真北方位で造営は十分可能であったと考えられる。しかし区画東

側の丘陵の傾斜ラインが建物の方位とほぼ揃うことなどから旧地形との関連により施設方位が規制さ

れたと考えるほうがより自然と考える。また計画から造営までの期間が短い可能性が考えられること

なども規格性の不統一の要因として挙げられるが、比恵遺跡群で確認された各施設（第7次・8次．

13次・39次・72次）において特徴的な3本一組の柵状遺構の採用をふくめた建物構成などは類

似する点も多く構造上の規格という点においては統一怪が認められる。また那珂遺跡群南端部で部分

的に確認されている大型の施設についてはこれまであまり触れられることがなかったものである。

出土遺物からは造営がやや遅れるものの時期的に近摸している施設と考えられるが、区画内に存在す

る浅い谷の埋め立て時期などから8世紀に下る可能性も残されている。施設主軸方位はほぼ真北を示

し、区画範囲は第8次．72次とほぼ同規模になると考えられる。3本一組の柵状遺構を有するもでは

なく構造も異なることから、比恵遺跡群内に展開する一連の遺構群とは性格の異なる可能性も大きい

が注目を要する遺構群である。

第8次調査の柵状遺構・総柱建物の所属時期については掘り方出土遺物や遺構の切りあい関係から

6世紀後半に造営され、7世紀の後半までには廃絶されたと考えられている。第72次調査出土遺物に

ついてはいまだ整理途中で図示することはできなかったが、この知見に変更を加えるような遺物は確

認できていない。現段階では前回調査の結果を踏襲して時期を比定しておきたい。比恵遺跡群内で確

認された同様の柵状遺構を有する遺構群についても、出土遺物は少量ながらいずれの調査においても

今回の調査同様上限は6世紀後半に位置付けられており、おおよそ存続時期としてはほぼ同一の遺構

群と考えられている。なお今回の調査では柵状遺構に立替の痕跡が確認できた。これがすべての掘り
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方において確認できたわけではないので全面的なものか、維持．補修を目的とした部分的なものかは

不明である。今回建物については明瞭な立替の痕跡は確認できなかったが、第8次調査SB087に

おいてその可能性が指摘されている。

これまでも本調査を含み3本一組の柵状遺構で区画された施設については「那津宮家」に関連する

遺構群として考えられることが多く、近年その比定地として従来の福岡市南区三宅の地から比恵遺跡

群検出の遺構群が挙げられるようになっている。「那津宮家」は日本書紀宣化天皇元年の条（536年）

に記載され、筑紫君磐井との戦を経た大和政権が半島情勢の緊迫化を受けて兵端基地として造営したも

のと考えられている。これまでの調査により3本一組によって構成される柵状遺構の特殊性、遺構群

の大規模な企画性、調査地点周辺に残る「宮田」・「三宅田」・「犬飼」などの地名および出土遣物から想

定される時期的近接性などがこれらの遺構群を「那津宮家」関連遺構と考える根拠となっている。

ミヤケの機能・構造についてはいまだ不明な点も多く文献資料等からの追求に待たなければならな

い点も多いが、現在までの研究成果として一定の領域を支配する経済体としての機能も有しながら、

大和政権の政治的拠点としての性格の強い官衙的な施設と考えられている。この際注目されるのが日

本書紀継体天皇22年の条（528年）に記載された「糟屋屯倉」である。政治的な拠点施設としての性

格を有し北部九州支配の確立と半島情勢への対応を意図して設置されたものであろうo　この後機能の

拡大・強化を目的として「修造」されたのが「那津宮家」であり、「筑紫・肥．豊」の「屯倉」の稲

穀を移すための倉庫群が「棄建」されたものと考えられる。その後の書紀の記載などから「那津宮家」

には政治的・軍事的機能が付与され、対外的な窓口としての性格ももち合わせていたことが想定され、

ここには「筑紫大事」と呼ばれる中央からの派遣宮人が常駐していた可能性が高い。このように

ミヤケとは優れて政治的な施設であり、中央政権の力が色濃く反映された「官衙」であると考えられ

る°　ここでこれまで述べてきた本調査の成果と比べあわせたい。書紀の紀年には潤色が指摘されてい

るところであり、この記載年代をそのまま施設造営の年代とするわけにはいかない。これまでの発掘

調査において出土した遣物はいずれも柱掘り方に伴うもので時期比定に足る遺物の量は多いとはいえ

ないが、おおよそ6世紀の後半代に上限を求められ、廃絶を7世紀の後半までにまとめることができ

よう。造営の時期についてはいまだ判然としないが、従来考えられているような大宰府への施設移転

を考える場合廃絶の時期はおおよそ一致していると言える。また各施設に通有な3本一組の柵状遺構

という施設相互に一致する企画が認められるとともに、各施設内配置などにおいても大まかな企画性

が想定できるなど、大きな権力下で造営されたと考えられる。方位などに差異が認められるが、施設

の立地が丘陵の縁辺高位面に片寄っており物資搬入等の利便を求めた可能性が高い。丘陵上の各施設

群の配置については全体のマスタープランが存在していた可能性も否定できないが、方位等の偏差を

みると現状ではその可能性は低いのではないだろうか。第8次・72次調査で確認された遺構群は、

ややランダムではあるが区画内に総柱建物が企画的に配置され、内部に一定の空間が確保されている

ことなど後の官衙正倉につながる構造を有している。またのちの令によれば正倉には近辺に防火用の

池を設置する必要が述べられている。本調査区においては油状の施設は認められないものの河川流路

の脇に建てられており、物資輸送だけでなく同様の機能も併せ持つものと考えられる。以上のことか

らこれらの施設がミヤケと考えられる官衙施設であり、今回の調査地点で確認された施設は古代官衙

の正倉に比肩できる倉庫群である可能性が高いと考えられる。

比恵．那珂遺跡群群においてはこのミヤケ状の施設造営・廃絶後も引き続き官衙的な施設が建設さ

れている。那珂郡の中心地として歴史的．地理的に重要性が認められる地域であったためであろう。

今回調査で確認されたミヤケの構成施設と考えられる遺構群についてもその流れの中で捉える必要が

あると考えられる。

－48－
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